
              講演会と昼食会のご案内 

2025（平成 7）年 12月 25日 

群馬大学工業会茨城県連合支部   

支部長 中村 啓夫     

幹 事  相原 賢 

１． 講演会   
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●題目：石から生まれたケイ素化学：基礎から応用へ広がる物質科学 

●講演者：関口 章 氏（修 51C）（南支部会員） 

●日 時：２０２６（令和８）年２月14日（土） １１:００～１２:００  

●場 所；水戸市駅南 プレジデントホテル水戸 １２Fバンケットルーム  

（水戸駅南口から徒歩7～8分，水戸市城南２-２-２，Tel. 029-300-1100） 
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  この度、群馬大学工業会茨城県連合支部の2025年度活動として講演会（会場とオンライン（Zoom）のハイブリッド開

催）を計画いたしました。ケイ素化学の基礎から最近の応用展開、豊富な研究生活など、幅広く有意義な内容のご講演

になると思います。多くの方の御参加をお願いいたします。  

【関口氏 経歴】 

1976年群馬大学修士課程（応用化学）修了、筑波大学で学位取得（理学博士）、その後米国ウィスコンシン大学博士

研究員、東北大学助教授や筑波大学教授、産総研招聘研究員などを務められ、現在は筑波大学名誉教授。ケイ素化学

の権威で、最近では電池への応用も研究されている。また 2025年春の叙勲で瑞宝中綬章を受賞され、過去には紫綬

褒章や海外で多くの賞も受賞されている。 

【関口氏からのコメント】  

ケイ素は周期表で炭素と同じ14族元素に属するものの、その性質は大きく異なる。炭素が石油化学を基盤とする時代

を築いてきたのに対し、近年は石（砂）を原料とするケイ素化学が、コンピューターをはじめとする現代文明を支える基盤

となっている。いまやケイ素はIT産業、エネルギー、発電、蓄電など、多岐にわたる分野で不可欠な役割を担っている。

本講演では、そのような社会を支えるケイ素化学の基礎と、大学において取り組んできた研究について紹介する。特に、

かつて未踏領域であった二重結合ケイ素化合物や三重結合ケイ素化合物の開拓、ケイ素陽イオン化合物、不対電子を

もつ安定ケイ素ラジカル、さらには蓄電池材料への応用研究など、基礎から応用まで取り上げる。 

２．昼食会 

ご講演者との懇談ができるように同じホテルで準備しております。時間の許す方はご出席をお願いします。 

●時間： １２：００～１４：００  

●場所： プレジデントホテル １２Fバンケットルーム， 講演会と同じホテルの中華料理店 ”ふう” 

●会費： ２０００円 

※御参加の際、会場へは極力公共交通機関をご利用下さい。 

●参加ご希望の方は以下に御連絡ください。 

      中村啓夫（修S48M）：メール nakamura4614@dream.jp  Tel 080-5401-4924 

    ★申込期限：２０２６年１月２０日（火） （オンラインの場合は２月８日（日）まで） 

【ご出席の確認】 不要な方を削除し、（可能な範囲で）必要事項をご記入ください。 

講演会；  ご出席（会場、オンライン）  ご欠席  ※オンライン出席の方には後でZoomのURLをお送りします。  

昼食会；  ご出席  ご欠席  
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